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　 42．骨盤 の 分娩経過 に及 ぼ す 影 響 （特 に 児頭 大横 径 と

骨 盤 の 傾 斜 並 び に 融骨因 子 につ い て ）

　　　 （群馬大）

　　　　　　○佐藤　郁夫 ，村．h　優子，松本　清一

　 1） 研究 目的 ： 私 共 は 昭和44年 の 本大会に お い て 「超

音波 に よ る児頭大横径の 測定 と大横径 の 分娩経過 に 及 ぼ

す影響」 と題 して 発表 し引続 き症例 を重 ね て ぎた が ，今

回 は さ らに 分娩に 大 きく影響す る と思わ れ る妊婦の 姿勢

とそ れ に 伴な う骨盤の 傾斜 につ い て 検討を 加 え ，骨盤 の

傾斜が 分娩 の 経過 に 及 ぼ す影響に つ い て 調 べ た ．

　2） 研究方法 ： 対象 は 180例 の 初産と前回帝切例 で 骨

盤 の 傾斜 は 立位 の 側而 レ 線写真で 恥骨結合 の上端か ら後

ろ へ 水平 に 引い た 線 と同 じ場所か ら腰仙骨岬 へ 引い た 斜

線 との なす 角度で 表わ した ．さ らに 超音波 に よる大横

径 ，レ 線写真に よ る 最小前後Cl，fo一よ び 産 科 真結 合 線 と同

じ場所 の 恥骨後而 か ら第 5 仙骨下端 に 引い た 斜線 との な

す 角を併せ 測定 した．

　3） 研究成 績 ： 1） 分娩時間 は 大横径 と骨盤 の 最小前

後径 との 差 で 大 きく影響 を受 け る．2） 大横径 と最小削

後径 と の 差が 3cm 以下 の 場合 ，分娩時間と骨盤 の傾斜 と

の 問 に 相関 を み た ．すなわ ち傾斜が 約 ・15 °

の 時分娩時間

は 平均 10．5時間，約50 °

の と き 13，5時間 ， 約55
°
の 時 2L5

時間 ， 約60 °

の 時 28．5時間で あつ た．3） 大横径 と最小

前後径 と の 差 が 3cm 以上 の 場合 ， 分娩時間 と傾斜 との 間

に は
一

定 の 闊係は な く ， 分娩時閇は 傾斜が55Q〜65°

で も

13時間以内で 平均 8，5時間で あっ た ．4）　さ らに 結果1）

の 分娩第 1期を Friedmanの 分類 に した が い latant　phase

と active 　plvase に分け，骨盤 の 角度 との 関連に つ い て

も検討を加えた．

　43．内部 環 境 の 恒 常 性 に 及 ぼ す 分 娩 の 影響

　　　　 （市 立 札幌病院）○土 門　洋 III戈，鷲塚　紀夫

　　　　　　　　　　　　 石川　陸男 ， 岡野　敬多

　1） 研究 目的 ：分娩 とい う多大 の 労作 （負荷） が産婦

の 内部環境 の 恒常性 を如何に 乱す か
， また 分娩第 1期 ｝こ

Diazepam を投与す る こ とに よつ て ， そ の 恒 常性に 良 L ・

影響 を 及ぼす の か を 検討す るた め に 本実験 を行 な つ た ．

　2） 研究方法 ： 初産婦 を 対象 と し placebo 注射群 13

入 ，Diazepam 群 13人 に 注射前 。
注射後2 時 間 ，分娩後

30分 ，産褥 3 日 目に フ リ
ッ

カ ー
テ ス ト

， 算点法 お よび寒

冷昇圧試験動揺値を 測定 した．また CMI テ ス トも行な

つ た ．

　3） 研究成績 ：大脳 皮質活動 水準を示 す とされ る ブ リ

ッ カ
ー
値 は 両群 と も注射前 よ り注射後各時点 で 高 く，分

娩後30分 で 最高値 を 尓 し ， placebo 群よ り Diazepam

群の 方 が 各時点で 値が 高 い 傾向で あっ た ．注意集中力 の

指標とな る算点法で は 両群 とも注射後そ の 所要時間 は延

長 し産褥時 に 回 復に 向つ た ．そ の 延長は placeb  群に 大

きい 傾向で あつ た，視床下部に お げ る 自律神経中枢 の 均

衡状態 を示 す寒冷昇1．li試験動揺値 で は 注射後 の 各時点 に

お い て placebD 群 は Diazepam 群 よ り有意に そ れ ぞれ 大

きい 値を示 した ．ま た Diazepam 群 の 動揺値は注射後安

定化す る の に 対 し p】acebo 群 で は分娩中明 らか な動揺 の

増大 を 認め た ．注射が 和痛に 対 し有効 で あっ た 群 は 無効

群 に 比 し，分娩 瞹30分の 動揺値は 有意 に 小 さか つ た．な

お CMI よ り神経症的被験者は 含 まれ て い な か つ た ．

　 以上 よ り ， 分娩 は 肉体的 ， 精神的 ス ト レ ス とな り，生

体の homeostatic　 defense セこ 多大 の 影響を及ぼ し ，　 Dia−

zepam は こ れ ら ス ト レ ス の 緩解に 役 立 っ て い る もの と思

わ れ た．

　 44．分娩誘発例の 子宮内圧
一

胎児 心拍反 射の 分 析

　　　　　　　 （東京大 ）○穂垣 　正暢 ，坂 元 　正一

　　　　　　 （愛育会病院）我妻　　堯 ，木
．
ド　勝之

　 1） 研究 目的 ；子宮収縮が胎児 に及ぼす影響をみ るた

め に ，2種 の 薬剤 を用 い て 羊水内圧 の パ タ
ーソ を 変化 さ

せ ，抬児心 拍に 及 ぼ す 影響 を 定騒的に 分析 し よ うと し

た．

　 2） 研究方法 ： オ キ シ ト シ ン お よ び プ ロ ス タ グ ラ ン デ

イ ソ F，・t （PGF ）の 連続静 注 に よ る分娩誘発40例に つ ぎ，

子宮内圧
一

胎児心 拍数 を 連続的に 記録 しな が ら infusien

pump に よる薬剤注入 量 を 段階的に 変化 さ せ た ．得られ

た 内圧 曲線とそ の 微分曲線上 か ら基本的 な 8 個 の パ ラ メ

ー一・S 　一一を 抽出 し ， 胎児心 拍変動 との 対応関係を 定量的に

分析した ．

　3） 研究成績 ： 薬剤投与量 の 変動 が 内圧 パ タ
ーソ に 反

映され る程度 は 2種 の 薬剤に よつ て 差が あ り，PGF に

よ る 収縮 は 比較的ゆ る や か な 圧 の 上 昇 と下降を示す パ タ

ーソ で ，内圧 ．Ll昇 の 最大値 は オ キ シ ト シ ソ に較 べ て 低 い

傾向を 示す．胎児徐脈の 出現 は 注入量増加後 2 回 目の 収

縮 に 最 も高頻度 で み られ る の が オ キ シ ト シ ン で あ る が ，

PGF で は それ よ りも遅れ て 出現す る ，徐脈出現 に 先行

して ， 間 歇時静水 LEの E昇 ，収縮頻度 の 増加，微分曲線

上 の 上昇期 ，下降期の 延長 の 間 に
一

定 の 対応関係 が 認め

られ ，
こ れは オ キ シ トシ ン で よ り著明で あつ た ，PGF

に つ い て は
一

部 の 症例で 収縮に 対応す る
一
過性 の 頻脈 の

出現が 認め られ る，異常 な 子宮収縮パ タ
ーソ が 繰 り返 さ

れ る こ と に よつ て 胎児末梢⊥血Ptl　Ot影響が 現れ る こ とか ら
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